別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農地費　目：農地事業諸費
	事業名: 新　里地生態系保全支援事業（単補）（任意）
　　　　新　生きものにぎわう水田再生事業（任意）　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

農政部 農村振興課 農村企画担当　電話番号：058-272-1111（内3173）

E-mail：c11427@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：18,200千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　水田やため池をはじめとした里地の生態系保全活動のモデル事業として、外来種駆除、生きものに配慮した水路の整備、水田魚道の設置など生態系ネットワークの復活に取り組む活動を支援する。
１．里地生態系保全支援事業費補助金
　(1)里地生態系保全支援事業（団体支援）　

     水田や農業用水路などにより形成されていた里地の生態系を復活させるため、モデル的な取組みを実施する団体等に対し支援。

【実施主体】ＮＰＯ法人、地域団体等
　　 　 【補助率】10/10 (1団体当たり上限2,500千円))
　(2)里地生態系保全支援事業（市町村支援）　
     農業用排水路におけるスクミリンゴガイの駆除など、農地や農業用施設を対象とする生態系保全に取り組む市町村に対し支援。

　　　  【実施主体】市町村
　　　  【補助率】1/2 (1市町村当たり上限1,000千円))
２．里地生態系保全推進費
団体支援に係る提案の審査会開催経費。

【実施主体】県

３．生きものにぎわう水田再生事業費
水田の持つ魚の産卵、繁殖、育成の場所としての機能を取り戻すため、水路間の
落差や水路と水田の落差をつなぐ水田魚道設置の促進及び効果検証の実施。
　　　　【実施主体】県
	２　所要経費


１．15,000千円
(1)10,000千円
(2) 5,000千円

２．   200千円

３． 3,000千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ-１ ○森林や農地がもつ水源かん養機能など多面的な機能を維持・増進し、健全で
豊かな森林・農地をつくる取組を進め、岐阜県の自然と水源を守ります。
	２　これまでの取組状況


　平成２２年６月に開催された「第３０回全国豊かな海づくり大会」を契機に、森・川・海のつながりの中での環境保全に対する関心が高まり、地球温暖化防止や生物多様性の確保などの課題に対して、早急な取組みが求められている。
	３　これまでの取組に対する評価


「第３０回全国豊かな海づくり大会」により環境保全や地球温暖化防止、生物多様性への取組みに対する県民の関心が高まっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	18,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	18,200

	決定額
	 0
	0
	0
	0
	0
	 0
	0
	0
	0


